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例えば、何がどのように進化・変化しているか・・・ 

 

４ＰＲＩＮＣＩＰＥＳ（４原則） → ＩＯＴ 

ＡＬＷＡＹＳ ＭＯＶＩＮＧ   → ＳＴＡＴＩＯＮＡＲＹ ＆ ＤＩＳＴＡＮＣＥ 

ＳＰＡＣＥ ＷＡＴＣＨＩＮＧ  → ＲＥＦＥＲＥＥ ＤＥＦＥＮＳＥ 

ＰＥＮＥＴＲＡＴＩＯＮ     → ＳＴＡＹ ＷＩＴＨ ＴＨＥ ＰＬＡＹ 

ＢＯＸＩＮＧ ＩＮ       → ＡＰＰＬＹ ＩＮ ２ＰＯ 

 



これから・・・ 

 

・ＰＲＯＡＣＴＩＶＥ 積極性 自分の考えや意見をしっかり伝える 

・ＮＯ ＥＸＣＵＳＥ 言い訳を探さない → 言い訳にメカニクスを使わない 

           自分にウソをつかない。認める。原因を探す。 

・ＴＥＬＬ ＩＴ ＬＩＫＥ ＩＴ ＩＳ はっきりと思ったことをいう 

・ＲＥＳＰＥＣＴ ＥＡＣＨ ＯＴＨＥＲ お互いを尊敬しあって 

 

 

だけど、壊してはいけない・・・ 

 

・ＯＮＥ ＲＵＬＥ 

・ＯＮＥ ＩＮＴＥＲＰＲＥＴＡＴＩＯＮ 

・ＯＮＥ ＰＬＡＹＣＡＬＬＩＮＧ ＧＵＩＤＥＬＩＮＥ 

・ＯＮＥ ＳＥＴ ＯＦ ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＭＥＣＨＡＮＩＣＳ 

※全国どこに行っても同じルール。レフリングも同じ 

※大本が一緒であること。 

※オリジナルを作らない 

 

・ＴＲＵＳＴ ＹＯＵＲ ＰＡＲＴＮＥＲ 

※パートナーのことを信頼して尊重して取り組む 

 

 

何かメカニクスが崩れてきたら・・・ 

・ＡＣＴＩＶＥ ＭＩＮＤ ＳＥＴ 

※積極性をもって止める 

 

 

ＣＯＮＣＥＰＴＵＡＬ ＡＰＰＲＯＡＣＨ 

・ＩＯＴ＆３ＰＯ        個人の審判技術・３ＰＯメカニクスの理解 

・ＤＮＰ ＣＯＮＴＲＯＬ    様々な蓄積された情報、データを管理する 

・ＧＡＭＥ＆ＲＵＬＥＳ     プレイのトレンドや戦術の理解 ルールの理解 

・ＣＯＵＲＴ ＰＲＥＳＥＮＣＥ コート上での存在感や見せ方、立ち振る舞い、プレゼン

テーション 



ＩＭＡＧＥ ＯＦ ＢＡＳＫＥＴＢＡＬＬ ＲＥＦＥＲＥＥ 

 

・ＳＴＲＯＮＧ       立ち振る舞いや声や雰囲気 

※横柄ではない。上から目線で黙らせるわけではない 

・ＤＥＣＩＳＩＶＥ     決断力 

※決断の連続。分からなかった、を極力なくす。 

・ＡＰＰＲＯＡＣＨＡＢＬＥ 親しみやすさ 

※どんな人とならコミュニケーションが図りやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＢＡＳＩＣ ＭＥＣＨＡＮＩＣＳ 

 

ＴＩＭＩＮＧ ＯＦ ＲＯＴＡＴＩＯＮ 

・Ｔとボールがセンターラインを越えたか 

・ボールがミッドレーンにあればクローズダウン 

※Ｃサイドに見るべきものがあるなら、必ずしもＴを待たずにボールが越えたら行くことも 

・オリジナルＣは基本ステイ 

※トップにボールが移るなら、Ｌを待たずにポジションアジャストしてもよい 

・フィニッシュの位置はクローズダウンポジションでもよい。 

・両足がミッドラインを越えていたらローテーションを完成させる 

 超えていない中ドライブやショットがあればバックペダル 

・何回でもローテーションしてよい 

※待ってても良かったのではないか？それも一つのアイディア。見たいものがあれば積極的

に行く。 

・自分が見えていないものは相手が見えているかもしれない 

 

〇ウィークサイド側でトラップが起こった場合 

・センター主導のローテーションはない。 

・Ｌは早めにローテーションを開始（Ｔが入ってないから・・・は気にしない） 

・Ｃはハイセンターまでポジションアジャスト、リードが来たらそのまま上がる 

・センターライン付近でトラップをされている 

→早めにチェックインしたいから、走ってもよい 

・ＴとＬのローテーションは基本的にコネクトしないといけないが、センターライン付近で

のトラップの際はセンターラインのカバレージのために、チェックアウトのタイミングを待

つ。Ｃが来たらチェックアウト。 

※原則のメカニクスは守りながらも、その時のプレイに対してポジションアジャスト。考え

ながら結論をする。理由をもって原則を崩したのか、なんとなくなのか。アイディアは一つ

ではない。 

 

 

ＲＥＦＥＲＥＥ ＤＥＦＥＮＳＥ 

・オープンアングル 見えるところを探す 

・シリンダー内でのコンタクトなのか 

・近ければ見えるわけではない アングルが 

・ここは誰々のプライマリだから見えたけど吹かなかった・・・絶対なし 

・ＰＯＣを明確にする 

・オープンアングルを最大限探すけど、どうしても見えないことをマイナスにとらえない 



・クロスコールをやめましょう → 理由 オープンアングルがないから 

 ※自分のパートナーを信じて任せる。ノーコールという判定もある 

・ショットに対する手のヒットはＣよりもＬがオープンになる場合もある 

 

 

ＣＲＥＡＴＥ ＯＰＥＮ ＡＮＧＬＥ 

・リードはポジションを一番に入ってくる 

・フット（つま先） →  アップ（顔を上げる） → ランディング（着地するまで） 

・プレイの予測・・・そのプレイがどのようにしてフィニッシュするか。ＲＩＱ 

 Ｔは基本ボールを追従だが、予測のもとにボールを追い越すこともあり 

・スクリーンに対して、表と裏を協力する 

 


